
テキストの使用及びワークブックの使い方について
１　この講座の目的
　前述講座の神・罪・救いの学びによって、救いの信仰を確かにし、受洗を志す人に、キリスト教教理の基本を教えることを目的とします。
２　助言
　この講座でもそうですが、特に入門講座をもたれるときの助けになることを二、三あげておきます。
　　ａ．ワークブックの「質問」を必ず目を通してから始めてください。
　　ｂ．求道者が相手です。反応を見ながら進めてください。
　　ｃ．質問があったときは、議論や否定をしないで、まず受けとめるように
　　　　してください。
　　　　例えば、「Ａさんは、〇〇〇…だとお考えなのですね」と、オウム
　　　　返しに心をこめて答えて、できるだけ横道にそれないで講座を進
　　　　めるようにしてください。
                第一課　　神のことば
１．指導上の心得
　　　学びの初めで、Ｈ．ハーレイのハンドブックの「有名人の聖書観」
　　　から、幾つかを引用するのもよいでしょう。
２．暗唱聖句
　　　暗唱聖句(Ⅱテモテ３:1６)を学習の前後に声を出して暗唱しましょう。３．学習
　　ａ．「カノン」
　　　ラテン語カノンは標準・尺度・モデルを意味します。パウロはこの語　
　　　を「人間行為の基準」という意味で使っています(ガラテヤ６：1６)｡　
　　ｂ．「合計６６巻」
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      最近「新共同訳」が出版されています。その中には「旧約聖書続編」な
　　　るものがついています。この点については、「正典」と「聖書外典」につ
　　　いて必要があったり、質問がある場合には、軽く触れてください。　　　　　（旧約聖書続編つき新共同訳聖書「聖書について」の「旧約聖書続編」　　　　の項を参照）
　　ｃ．「聖書のみ」
　　　宗教改革の意味に軽く触れ、「聖書のみ」は、聖書がクリスチャンの信仰
　　　と生活のゆずることのできない唯一の基盤であることを強調してくださ　　　い。
　　ｄ．「神の救いの歴史」
　　　ここでは旧約は新約の預言であり、新約は旧約の成就であり、完成であ
　　　ることにも触れてください。
            第二課　  有って有るもの
１．指導上の心得
　　　人格的な神は、人格的に理解しなければなりません。神を知るために神
　　　との人格的な触れ合いの時（祈り等）を大切にするように導いてくださ
　　　い。
２．暗唱聖句
　　　暗唱聖句（ヨハネ４：２４）を学習の前後に暗唱しましょう。
３．学習
　　ａ．「神の自存性」
　　　神の自存性は、その意志にではなく、本質に根ざしています。神だから
　　　本質上、必然的に存在されるのです。
　　ｂ．「三位一体」
　　　はじめに聖書に「三位一体」という言葉はないことをまず知らせてくだ
　　　さい。しかし、イエス・キリストによって示された神を正しく理解しよ
　　　うと努力した結果、キリスト教神観の最も簡潔な表現として使われるよ
　　　うになったことを説明してください。
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　　ｃ．「神は全知」
　　　人間は本のページをめくるように、過去、現在、未来を見ます。しかし、
　　　神は、一枚の紙のように、過去、現在、未来の全てを完全に知られるの
　　　です。
　　ｄ．「神の聖・義と公正、そして愛」
　　　神の義によって神が聖を愛され、神の公正によって神が罪を憎まれるこ
　　　とを知ります。愛することは神の性質です。その神の義と公正がキリス
　　　トの十字架に表現されています。この三つの結びとして、必ずローマ人
　　　への手紙５章８節を共に読んでください。
            第三課　  人間のありさま
１．指導上の心得
　　　人間の価値と尊厳を明らかにする一方、神から離れた人間の徹底的な弱
　　　さという両面性をもつことが、聖書の人間観であることを理解させてく
　　　ださい。
２．暗唱聖句
　　　暗唱聖句（ローマ３：２５）を学習の前後に暗唱しましょう。
３．学習
　　ａ．「神のかたち」
　　　神のかたちについて、下記のようないろいろな説明があります。動物と
　　　区別する理性的、霊的、道徳的存在であることや神と交わることのでき
　　　る存在である等です。
　　ｂ．「反逆の道」
　　　「神のかたち」として描かれている人間の明るい側面は聖書の特徴の一
　　　つではありますが、もう一つの「罪人」であるという側面を強調してく
　　　ださい。
　　ｃ．「罪の意味」
　　　罪とは具体的な行為―盗みとか殺人とかいう行為―である前に、ひ
　　　とつの状態（神からの離反、反逆）であり、その状態が行為へと駆
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　　　り立てることを強調してください。
　　ｄ．「罪のもたらす結果」
　　　偶像礼拝は金や地位や学歴なども一種の偶像礼拝になることにも触れて
　　　ください。さらにローマ人への手紙６章２３節の「罪から来る報酬は死
　　　です」を簡単に説明してください。
          第四課　  イエス・キリスト
１．指導上の心得
　　　キリスト教が、イエス・キリストを人類の救い主として信じる宗教であ
　　　ることは、今日では、常識です。しかし、イエス・キリストは実際どの
　　　ような方で、どのようなことを語られ、なさったのか、その生涯の意味
　　　は何であったのかということは、案外、その名ほど知られていないこと
　　　を前提にして始めてください。
２．暗唱聖句
　　　暗唱聖句（Ⅱコリント５：２１）を学習の前後に暗唱しましょう。
３．学習
　　ａ．「キリストの受肉の意味」
　　　イエス・キリストは神であるとともに、人でもあります。それは、罪の
　　　身代りとなるためには人間でなければなりませんし、人を救うためには
　　　神でなければならないからです。私たちがこの秘儀をただ信じ、受け入
　　　ることを、聖書は求めています。
　　ｂ．「受肉の意義」
　　　参考資料＝キリストが人となられた目的は、つぎの三つのためです。　　　　　①　父なる神を示すため（ヨハネ１：１８）
　　　　②　世の罪をのぞくため（ヘブル９：２６）
　　　　③　悪魔のわざを滅すため（Ⅰヨハネ３：８）
　　ｃ．「十字架の意味」
　　　聖なる神の支配される世界の法則に従えば「罪の支払う報酬は死」（ロー
　　　マ６：２３）です。それが罪に対する「神の怒り」です。神の
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　　　怒りは罪をそのまま許容することができないということを示すものです。
　　　このことを前提に話してください。
                第五課　  聖霊なる神
１．指導上の心得
　　　救いについて言えば、三位一体の神は、同時に働かれますが、父なる神
　　　が「計画」され、み子が「実現」され、聖霊が一人一人に「適用」され
　　　る、というように説明ができます。
２．暗唱聖句
　　　暗唱聖句（ヨハネ１５：２６）を学習の前後に暗唱しましょう。
３．学習
　　ａ．「聖霊＝助け主」
　　　次の聖句を共に開いて、三つの質問をしてください。
　　　　①　この助け主は、どう呼ばれていますか？（ヨハネ１４：２６）　
　　　　②　この方は、どこから来られるのですか？（ヨハネ１５：２６）　　　　　③　この方は、どこにおられるのですか？（ヨハネ１４：１７）
　　ｂ．「救いにおける聖霊」
　　　聖霊は人間の内に信仰をよびおこすだけでなく、信仰者の心と生活をき
　　　よめる働きをされます。聖霊は、救いと信仰生活の「完成者」であり「成
　　　就者」であることを強調してください。
　　ｃ．「聖霊の満たし」
　　　聖霊の満たしには、いろいろな経験があります。基本的には「聖霊に満
　　　たされること」ととらえ、その現れは多様であることを説明してくださ
　　　い。
　　ｄ．「聖霊のバプテスマ」
　　　深い学びは受洗後も学ぶことになります。しかし、他教派からの求道者
　　　や質問のある方には、丁寧な取り扱いをしてください。
　　　参考資料＝世界で三億八千万人、つまり、クリスチャンの五人に一人が
　　　この経験をしています。（１９９１年６月現在）
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            第六課　  神の恵みと信仰
１．指導上の心得
　　　私たちは「信仰」と「恵み」を強調します。「人の価値の故に」救いの恵
　　　みが与えられるのではなく、「人の無価値にもかかわらず」神の前に立つ
　　　者に与えられる恵みを、信仰によっていただく、この点を強調してくだ
　　　さい。
２．暗唱聖句
　　　暗唱聖句（エペソ２：６）を学習の前後に暗唱しましょう。
３．学習
　　ａ．「代価は払われた」
　　　私たちは、ただ信じることによって救われますが、その背後で払われた
　　　神の代価がどんなものであったかを強調してください。
　　ｂ．「信仰の三要素」
　　　補助資料＝真実の信仰にいきつくまでの三つの歩み
　　　　①　神の言葉を聞くこと（ローマ１０：１７）
　　　　②　聖霊によって理解すること（使徒１６：１４）
　　　　③　自分の生涯に受け入けること（使徒１６：３１）
　　ｃ．「信じたらどうなるのか」
　　　この講座の受講者の中には、救われるという事を情緒的に受けとめ、情
　　　緒的体験が顕著でないと救いの確信を持ちにくい人があるかもしれませ
　　　ん。しかし、救いの体験は御言葉にもとづいた信仰によるものであるこ
　　　とを忘れないようにしてください。情緒的体験があるから救われている
　　　のではなく、極端にいえば、情緒的体験は、信仰の理論的結果であると
　　　もいえるのです。「義認」について、さらに参考書などで学んでください。
          第七課　  キリストのからだ
１．指導上の心得
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　　　教会にふさわしい建物を持つことも必要ですが、本来、教会とは、神が
　　　目的をもって「召し出された群」であることを強調してください。　　
　　　なお、教会生活については、受洗準備講座「教会生活」で詳しく学ぶこ
　　　とができます。
２．暗唱聖句
　　　暗唱聖句（エペソ１：２３）を学習の前後に暗唱しましょう。
３．学習
　　ａ．「教会の用語」
　　　ここで、アッセンブリ－ズ･オブ･ゴッド教団の成立と教団名に少し触れ
　　　るのもよいでしょう。
　　ｂ．「キリストのからだ」
　　　みんなが「キリストのからだ」ですから、それぞれの賜物を活かして奉
　　　仕することを強調してください。
　　ｃ．教会の使命
　　　ここで牧師の務め（賜物）は、牧師が奉仕の働きをするのではなく、聖
　　　徒を整える点にも触れてください。（エペソ４：１１～１２）
　　ｄ．「礼典」
　　　礼典については、受洗準備講座「教会生活」を参考にしてください。
                第八課　  終末と希望
１．指導上の心得
　　　まず「再臨」という言葉の意味を簡単に説明してください。次に神の　　　救いのご計画の中で、キリストの再臨の位置が分かる必要があります。
　　　「時代真理」的になる必要はありませんが、大まかな神の救いの計画
　　　を図で示すことは、理解の助けになります。
　　　　　　　　　　十字架と復活　　 （教会時代）
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２．暗唱聖句
　　　暗唱聖句（ヘブル９：２８）を学習の前後に暗唱しましょう。
３．学習
　　ａ．「再臨の目的」
　　　終末（再臨）ということを、何か不気味な、恐怖心をあおるものとして
　　　ではなく、明るい喜びに満ちた「祝福に満ちた望み」として学んでくだ
　　　さい。
　　ｂ．「キリストが来られるとどうなるか」
　　　このテキストでは再臨を、「空中再臨」と「地上再臨」とかに分けており
　　　ません。また、「キリストの千年王国」についても大切ではありますが、
　　　取り上げていません。その他、再臨に付随して起る事柄は、後に学びの
　　　機会があるからです。
　　　さばきが終ると新天新地が来ます。聖書はそのすばらしさを宝石の輝き
　　　で説明しようとしています。
　　　これが比喩的な表現であることは言うまでもありません。新天新地のす
　　　ばらしさは、神ご自身がそこにおられるすばらしさであることを強調す
　　　るようにしてください。
入-洗-教理- 8

